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研修の目的 

 

・東日本大震災を受けて。 

 西日本に住んでいる私たちの意識の低さ。 

 福島は原発事故という日本の問題を抱えてしまっている。 

 現地を知って、今後活動の展開をしたい。 

・将来、田舎でまちづくりに携わりたい。 

 まちづくり、と言っても様々な分野。 

  農家やツーリズムの面からも考えたい。 





会津を知ってもらうこと。 

私の研修課題 



❶物産販売【宇都宮・新潟古町】 

 概要 

 ・風評被害に遭う福島の物産の販売をし、福島の商品を 

  手にとってもらう。 

 ・津波の被害で営業停止の「ニイダヤ水産」の復興。 

 

 役割り 

 POP類制作・商品販売 

 



❶物産販売【宇都宮・新潟古町】 



❶物産販売【宇都宮】 



❶物産販売【新潟古町】 



❶物産販売 

 感じた事 

 

 商品は、売ろうと思わないと売れない。 

  →お客さんが気にするのは、商品の情報。 

  →付加価値の重要さ。 

 

 福島産を敬遠する感じはあまりなかった。 

   



❷モニターツアー 

 概要 

 会津観光復興の一環。 県外のメディア関係者・農業関連
者など、会津の応援団になってくださるメディアの方々
を迎え、モニターツアーを実施、会津を知ってもらう。 

 

 役割り 

 メニュー表・パンフレットデザイン 

 

 



❷モニターツアー 



❸ホテルグランデコ 

 概要 

 裏磐梯の山の中にあるホテル「グランデコ」の朝食バイ
キングの提案。 

 “会津流バイキング” で、地元らしさを出すため、と
りたて野菜や会津漆器を使った朝食を出す事でお客様の
満足度向上をはかる。 

 役割り 

 朝ごはんの生産者タペストリー制作 

 

 



❸ホテルグランデコ 



❸ホテルグランデコ 

 



会津を知ること。 



❶山際食彩工房 

 概要 

 ・地産地消の仕事人、山際社長のもとで、地域に必要と
される食品の仕事を学ぶ。 

 ・物産で販売するかっぱラーを自分たちで作ることで、
商品知識と愛着を持つ。 

 研修内容 

 かっぱラー作り・加工品補助 

 ヴィライナワシロでの盛りつけ補助・販売 

  

 山際社長取材・食彩工房書類制作 



❶山際食彩工房 



❷玉川村道の駅 こぶしの里 

 

 
 目的 

新潟物産に向け、取り扱いの多い玉川産の商品知識を学ぶ。 

 研修内容 

 玉川村商品の取材・道の駅視察 

 

 
こぶしの里 
 
玉川村の道の駅。 
坪あたりの売り上げは全国一で年間２億円以上の売り上げ。 
会員は約４００名（出荷者１００名）。 
地元民だけではなく、市外からの顧客も。 
 



❷玉川村道の駅 こぶしの里 



❷玉川村道の駅 こぶしの里 

 感想 

 ・他の店との差別化 

  「ここにしかないもの」 

 ・アイデアがすごい！ 

  必要とされているから作る 

 ・玉川村の農家を巻き込んだ商品開発 

   

 所長の人柄のよさとリーダーシップが、村を活性化させ
た（職員談） 

商品に、愛着が！！ 



❸簗田さん（農家研修） 

 目的 

  農業体験・農家の方の生活を知る。 

 

 研修内容 

 稲刈り（角を手刈り） 

簗田さん 

代々農家をされている４世帯一家。 

田んぼや畑（借り地）、桃の木を植えている。 

農の担い手は、お父さん、お母さん、おばあちゃん。 
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❸簗田さん（農家研修） 

 感想 

 

 福島の農家は、特別な事情を抱えてしまっている。 

 →放射能汚染、風評被害 

 →今年の会津米の売れ行きはいいらしい。 

 

 農家は、天候に非常に左右される職業。 

 →おろし先の確保 

 →商品開発化 



❹花ホテル滝のや 

 目的 

  今夏７月３０日の只見の大雨で、浸水し営業できない
状態のホテルの復旧作業。 

 

 研修内容 

 もうずいぶんと片付いた状態。2階の荷物おろしと整理、
新しい家具の設置、泥水で汚れた食器の洗い物。 



❹花ホテル滝のや 



人を惹きつけること。 



❶劇団柳津 

 目的 

  平成２４年秋の全国門前町サミットが柳津で開催。 

  それに向けて、観光客を楽しませ、柳津を「おもてな
しの町」に。 

 

 研修内容 

 柳津駅から国尊寺（観光協会駐車場）までのお役さんの
導線を作るためのパフォーマンスを考える。 



❶劇団柳津 



現状を見ること。 



❶仮設訪問 

 目的 

  原発事故避難後、会津若松の中でコミュニティを形成
することになった大熊町。町内の地域コミュニティの復
興と、会津と方とのコミュニティの形成を図る。 

 

 研修内容 

 大熊のお母さん方を先生とした料理教室開催。 

 （カラオケ巡回バス） 

 役割り 

  料理教室打ち合わせ参加。 

 



❶仮設訪問 



❷南相馬視察 

 目的 

  津波で被災した地域、原発事故で避難している地域を、
この目で見て現状を知る。 

 

 内容 

 新潟物販でお世話になった南相馬のNPOの方に案内をし
てもらい、福島〜飯舘村〜南相馬の視察。 



❷南相馬視察 



❸観光地見学 

 

 喜多方 

 磐梯山 

 七日町 

 飯盛山 

          …etc 



感じたこと。 
 
 
 



 現場を見て、知らないと人に語れない！ 

 

 物産販売での経験 

 現地の方の話を聞く事 

 デザインの概念 

 地域をデザインすること 

 デザインはエゴではいけない 

 人との出会い 



これから..... 
 
 
 



 大学に帰っての話 

 

 デザインを用いた復興プロジェクト 

 

 何より、会津をアピール！！ 


